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平
成
二
五
年
六
月
一
五
日
、
広
島
修
道
大
学
に
お
い
て
慶
應

法
学
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
約
三
〇
名
の
会
員
が
出
席

し
た
総
会
の
後
、
市
川
太
一
広
島
修
道
大
学
学
長
よ
り
広
島
修

道
大
学
を
中
心
と
し
た
地
方
私
立
大
学
の
現
状
と
将
来
に
関
す

る
基
調
講
演
が
あ
っ
た
。「
修
大
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る

広
島
修
道
大
学
は
、
一
七
二
五
年
に
設
置
さ
れ
た
広
島
藩
校
で

あ
る
「
講
学
所
」
を
起
源
と
し
、
一
九
五
二
年
に
修
道
短
期
大

学
と
し
て
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
に
四
年
制
の
広
島

商
科
大
学
と
な
り
、
一
九
七
三
年
よ
り
広
島
修
道
大
学
に
校
名

を
変
更
し
て
い
る
。
五
学
部
九
学
科
お
よ
び
大
学
院
五
研
究
科

を
有
す
る
西
日
本
屈
指
の
文
科
系
総
合
大
学
と
し
て
、
広
島
修

道
大
学
は
こ
れ
ま
で
地
域
社
会
・
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
を
多
く
輩

出
し
て
き
た
。
し
か
し
昨
今
の
時
代
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
近

年
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
を
行
っ
て
い
る
。
全
学
部

共
通
の
授
業
科
目
で
あ
る
「
修
道
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」、
地
元
の

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海
外
で
の
短
期
研

修
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
革
を
通
じ
、
地
球
的
視
野
を

も
ち
な
が
ら
も
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
が
現
在
の
地
方
私
大
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う

指
摘
で
基
調
講
演
は
締
め
括
ら
れ
た
。

　

市
川
学
長
の
講
演
に
続
き
、「
Ｅ
Ｕ
の
政
治
・
経
済
秩
序
」

と
い
う
共
通
論
題
の
も
と
で
三
つ
の
報
告
が
あ
っ
た
。
広
島
修
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道
大
学
准
教
授
で
あ
る
伊
永
大
輔
氏
に
よ
る
「
Ｅ
Ｕ
競
争
法
に

お
け
る
制
裁
金
算
定
の
理
論
と
実
務
」、
慶
應
義
塾
大
学
法
務

研
究
科
教
授
で
あ
る
庄
司
克
宏
氏
に
よ
る
「
欧
州
銀
行
同
盟
に

関
す
る
法
制
度
的
考
察
」、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
で
あ
る
細
谷

雄
一
氏
に
よ
る
「
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
―
―

イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
の
か
―
―
」
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
特
別
記
事
所
収
の
各
報
告
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　

三
つ
の
報
告
の
後
、
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究

院
准
教
授
で
あ
る
施
光
恒
氏
よ
り
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
施
光

氏
の
投
げ
か
け
た
問
題
の
要
点
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
深
化
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
の
政
治
と
は
構
造
的
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
施
氏
は
ま
ず
、

経
済
学
者
で
あ
る
ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
に
よ
る
「
世
界
経
済
の

政
治
的
ト
リ
レ
ン
マ
」
仮
説
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
国
際
経
済
統
合
）、
国
家
主
権
、
民
主
主
義

の
三
つ
は
同
時
に
達
成
で
き
な
い
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ

の
議
論
に
則
る
と
、
現
在
世
界
各
国
が
抱
え
る
選
択
肢
と
し
て

は
、
⑴
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
主
権
と
を
選
択
し
民

主
主
義
を
犠
牲
に
す
る
、
⑵
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
民
主

主
義
と
を
選
択
し
国
家
主
権
を
犠
牲
に
す
る
、
あ
る
い
は
、
⑶

国
家
主
権
と
民
主
主
義
と
を
選
択
し
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
、
の
三
つ
で
あ
る
。
現
在
の
Ｅ
Ｕ

加
盟
諸
国
は
こ
れ
ら
三
つ
を
同
時
に
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る

た
め
に
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
、
と
施
氏
は
指
摘
す
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
国
家
主
権
と
民
主
主
義
を

選
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
施
氏
は
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
庄
司
氏
は
、
こ
れ
は
ま
さ

に
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
と
同
意
し
た
う
え
で
、
長
期
的
な
解

決
策
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
な
の
で
は
な
い
か
、
と
応
答
し
た
。

　

こ
の
他
の
聴
衆
か
ら
の
質
問
（
コ
メ
ン
ト
）
と
し
て
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
政
党
政
治
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
を
通
じ

た
経
済
統
合
に
よ
る
政
党
競
合
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
た
。
た
と

え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
を
め
ざ
す
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国

民
党
が
こ
こ
数
十
年
で
勢
力
を
伸
長
さ
せ
て
い
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ

に
加
盟
す
る
こ
と
で
独
立
国
家
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
実
現

可
能
な
選
択
肢
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
な
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、

Ｅ
Ｕ
は
政
治
の
「
統
合
」
だ
け
で
な
く
「
分
離
」
の
力
学
を
も

提
供
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
他
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
デ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
進
む
の
で
は
な
い
か
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
規
制
の
抑
止
力
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と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
Ｅ
Ｕ
の
も
た
ら
す
影
響
は
国
に
よ

り
異
な
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
指
摘
や
質
問
が
だ
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。


